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春
季
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
が

                                    

行
わ
れ
る

   
6
月
6
日
（
木
）
上
郷
町
春
季
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

   

上
郷
町
で
は
、
足
ヶ
瀬
か
ら
仙
人

ト
ン
ネ
ル
手
前
ま
で
の
道
路
わ
き
や

辷
田
峠
の
停
車
所
、
赤
羽
根
峠
等
で

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
各
自

治
会
長
さ
ん
が
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等

が
目
撃
さ
れ
て
い
る
場
所
に
行
き
清

掃
活
動
等
を
行
い
ま
し
た
。

   

綺
麗
な
ま
ち
上
郷
町
を
創
る
た
め

に
も
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
等
の
削

減
・
消
滅
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。     

上
郷
町
地
域
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
以
下
「
地
推
協
」
と
い
う
）
で

は
９
月
８
日
（
日
）
に
上
郷
町
敬

老
会
を
「
パ
レ
ス
道
」
を
会
場
に
開

催
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和

25
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
今
年
度
75
歳
、
77
歳
、
80
歳
、

88
歳
、
90
歳
の
年
齢
に
あ
た
る
皆
さ

ん
に
昨
年
度
同
様
に
招
待
状
を
お
送

り
し
ま
す
。

   

今
後
、
地
推
協
で
は
自
治
会
を
中

心
と
し
て
敬
老
者
の
情
報
提
供
の

お
願
い
を
し
ま
す
の
で
、
敬
老
者
の

方
々
や
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
は
、
敬

老
者
の
転
入
、
転
出
、
施
設
入
所
及

び
死
亡
に
つ
い
て
で
す
の
で
、
地
元

自
治
会
長
へ
の
情

報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。
作
成
し

た
名
簿
は
敬
老
者

の
皆
様
に
お
届
け

し
ま
す
。

   

敬
老
者
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を

   

日
出
神
社      
例
大
祭

上
郷
小
学
校  

田
植
え
体
験
学
習

    

み
ん
な
の
井
戸
端
会
議  

                          

６
月
27
日
開
催

   

体
育
大
会
の
服
装
に
つ
い
て

   

7
月
7
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
上

郷
町
体
育
大
会
の
服
装
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
当
日
は
気
温
が
上

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
参
加
さ
れ
る
方

は
安
全
面
を
考
慮
し
て
、半
ズ
ボ
ン
・

サ
ン
ダ
ル
等
は
避
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
（
雨
天
時
）
は
体
育
館
で
の
競

技
に
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る

方
は
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

５
月
28
日
（
火
）
9
時
か
ら
、
上

郷
小
学
校
の
4
年
生
、
5
年
生
13
名

が
「
JA
花
巻
体
験
学
習
田
」
で
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
菊
池
正
則
さ
ん

か
ら
「
田
に
引
い
て
あ
る
マ
ス
目
に

苗
を
植
え
る
こ
と
、
植
え
る
苗
は

4
、
５
本
程
度
」
と
の
説
明
を
受
け

た
後
、
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。

途
中
か
ら
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
降
り
出

し
ま
し
た
が
、
雨
に
負
け
ず
に
植
え

続
け
、
1
時
間
半
後
に
は
田
ん
ぼ
は

苗
で
青
々
と
な
り
ま
し
た
。
秋
に
稲

刈
り
を
し
、
11
月
に
行
わ
れ
る
開
校

150
周
年
事
業
で
餅
と
し
て
振
る
舞
う

予
定
で
す
。

    

6
月
16
日
（
日
）
日
出
神
社
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
出
神

社
ま
つ
り
は
毎
年
６
月
の
第
３
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
ま
つ
り
で
、
町
内

の
郷
土
芸
能
団
体
等
に
よ
る
奉
納
や

歳
男
衆
が
上
郷
町
内
を
巡
業
す
る
神

輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
当

日
は
か
な
り

気
温
が
上
が

り
夏
日
の
中

で
の
開
催
で

し
た
が
、
暑

さ
に
負
け
な

い
位
の
大
き

な
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま

し
た
。

   

6
月
27
日
（
木
）
18
時
30
分
か
ら

上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
大
広
間
を
会
場

に
、
み
ん
な
の
井
戸
端
会
議
を
開
催

し
ま
す
。
多
田
一
彦
遠
野
市
長
と
、

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
議
に
な
り

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
で
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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5
月
14
日
（
火
）
上
郷
町
林
崎
で
、

か
み
ご
う
農
産
（
会
長 

山
崎 

登
久

昭
）
の
方
々
が
、
晴
天
の
も
と
ピ
ー

マ
ン
栽
培
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
は
今
年
で
5

年
目
と
い
う
こ
と
で
、
皆
様
方
で
作

業
を
分
担
し
な
が
ら
手
際
よ
く
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
か
み
ご
う
農
産

の
方
々
は
、
ピ
ー
マ
ン
栽
培
だ
け
で

は
な
く
上
郷
町
内
の
草
刈
り
や
田
牧

管
理
も
行
っ
て
い
て
、
多
面
的
な
分

野
で
上
郷
町
の
こ
と
を
支
え
て
い
ま

す
。

   

か
み
ご
う
農
産

              

ピ
ー
マ
ン
栽
培

6 月 25 日（火）もえるゴミ

27 日（木）ビン類・プラ製容器包装

7 月   2 日（火）もえるゴミ

  4 日（木）もえないゴミ・粗大ゴミ

  9 日（火）もえるゴミ

11 日（木）紙類・プラ製容器包装

16 日（火）もえるゴミ

18 日（木）缶類・ペットボトル

23 日（火）もえるゴミ

25 日（木）ビン類・プラ製容器包装

30 日（火）もえるゴミ

 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
活
用

  

上
郷
町
赤
羽
根
の
荻
野
さ
ん
宅

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
上
郷
5
月
号
で

掲
載
し
て
い
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
工
具
や
農
薬

入
れ
と
し
て
活
用

し
て
い
る
そ
う
で

す
。
使
い
勝
手
が

良
く
使
い
や
す
い

と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

沢
山
活
用
し
て
く

だ
さ
い
‼

   

合
同
草
刈
り

             

森
の
下
で
行
わ
れ
る

  

6
月
9
日

（
日
）
午
前
6

時
か
ら 

、
森

の
下
農
地
維

持
組
合
（
代

表 

田
代 

栄

一
）
と
深
澤

活
動
組
織
（
代
表 

金
濱 

誠
）
が
合

同
で
森
の
下
農
村
公
園
か
ら
辷
田
方

面
に
か
け
て
の
草
刈
り
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
安
全
対
策
を
十
分
に
し
な

が
ら
1
時
間
ほ
ど
作
業
に
励
ん
で
お

り
、
皆
様
方
の
草
刈
り
の
お
陰
で
生

い
茂
っ
て
い
た
草
は
と
て
も
ス
ッ
キ

リ
し
て
、
見
通
し
も
よ
く
な
り
ま
し

た
。
草
刈
り
作
業
に
参
加
さ
れ
た

方
々
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

・
赤
川(

あ
か
が
わ)

の
一
里
塚

　

藩
政
時
代
に
は
主
要
な
街
道
に
一

里
塚
が
設
け
ら
れ
た
。
遠
野
で
は
一

日
市
の
雲
南
さ
ま
を
起
点
に
釜
石
街

道
沿
い
の
塚
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
目
の
青
笹
の
関
田
橋
付
近
の
も
の

は
な
い
が
、
二
つ
目
の
赤
川
の
塚
は

対
の
う
ち
一
つ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
辷
田
峠
に
あ
る
。

・
哺
乞
母
子(

ほ
い
ど
ば
ん
ご)

　

岩
手
上
郷
駅
前
か
ら
中
沢
に
至
る

旧
道
の
板
沢
八
地
割
付
近
に
、
哺
乞

母
子
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
石
碑
が

建
っ
て
い
る
。
由
来
は
天
明
の
飢
饉

の
と
き
飢
え
た
母
子
が
凍
死
し
た
場

所
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

・
殺
生
場

　

板
沢
七
地
割
の
農
道
の
傍
の
水
田

の
中
に
小
さ
な
石
碑
と
供
養
塔
が
あ

る
。
昔
の
処
刑
場
と
伝
え
ら
れ
、
土

地
の
人
達
は
今
で
も
供
養
し
て
い

る
。

・
上
郷
小
学
校
跡

　

板
沢
第
一
二
地
割(

上
郷
中
央)

上
郷
小
学
校
は
明
治
三
四
年
に
板
沢

尋
常
小
学
校
と
森
の
下
分
校
と
を
統

合
し
て
新
設
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
に

現
校
舎
に
移
転
す
る
ま
で
上
郷
村
の

教
育
の
中
心
で
あ
っ
た
。

・
板
沢
小
学
校
跡

　

板
沢
関
口
。
板
沢
小
学
校
は
明
治

七
年
に
曹
源
寺
を
校
舎
と
し
て
開
校

し
た
が
、
後
に
青
笹
村
と
板
沢
村
が

共
同
し
て
校
舎
を
建
設
し
た
。
明
治

三
一
年
に
上
郷
尋
常
小
学
校
に
統
合

さ
れ
廃
校
と
な
っ
た
。

・
遠
野
三
山
展
望
の
地

　

三
人
の
女
神
の
住
ま
う
遠
野
三
山

は
、
村
人
の
心
に
深
く
意
識
さ
れ
、

遠
野
盆
地
か
ら
天
空
へ
の
回
廊
と
し

て
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
た
原
風
景
で

あ
る
。
上
郷
町
板
沢
の
上
郷
地
区
セ

ン
タ
ー
付
近
か
ら
望
む
遠
野
三
山
は

格
別
で
あ
る
。

・
太
子
田(

た
い
し
だ)

の
長
者

　

太
子
田
は
板
沢
の
小
字
で
岩
手
上

郷
駅
前
か
ら
西
手
の
部
分
で
、
昔
太

子
田
長
者
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
遠
野
物
語
拾

遺
」
一
三
三
に
は
、
太
子
田
の
長
者

が
羽
場
の
長
者
と
栄
華
く
ら
べ
を
し

た
話
が
あ
る
。

・
清
水
川
稲
荷
不
地
震
地

　

板
沢
部
落
の
曹
源
寺
の
近
く
に
清

水
川
稲
荷
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
地
震

の
な
い
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

伊
能
嘉
矩
は
『
遠
野
史
叢
』
の
中
で

不
地
震
地
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

■ごみの収集日（6 月～ 7 月）

有害ごみ ( 蛍光灯、乾電池 ) は地区センターへ

白熱電球、LED は燃えないゴミです。

一升瓶は販売店へお願いします。

6 月 24 日（月）官公署連絡会議、夜間 

パトロール
25 日（火）上郷地推協理事会
27 日（木）敬老会実行委員会  井

戸端会議
7 月   4 日（木）しらかば会  文書配布

  7 日（日）上郷町民体育大会
10 日（水）

11 日（木）

胃・肺・大腸・結核

がん検診
18 日（木）文書配布
30 日（火）岩手県警察音楽隊来訪

■上郷町予定（6 月～ 7 月）


